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論文の内容要旨
本論は中国青海省に居住しているウールド・モンゴル人の間に流伝しているフフノー
ル・モンゴル「ゲセルJ資料をチベット「ケサノレj、モンゴル書面「ゲセルJ、プリヤ}ト
「ゲセルJの各資料、フフノーノレ・モンゴル英雄叙事詩資料と比較分析しつつ、モンゴノレ
fゲセノレjの発生、発展、流伝の様々な問題とそれら相互間の関係を検討したものである。
また同時に、フフノーノレ・モンゴノレに語られているゲセノレ風物伝説の特徴を説明しつつ、
フフノール・モンゴル人のゲセノレに対する崇拝につき考察している。
モンゴル「ゲセルjの研究はフフノール・モンゴノレ入学者ソンパハンプ・イシパノレジャ
ル (Sumbeqambu isiba1J釘-)1の f全書Jの f問答巻Jにある「ゲセル (rケサル)Jについ
ての話から数えれば200年以上の歴史を有しているが、この200年以上に及ぶ研究の中で、
フフノール・モンゴル「ゲセルJの資料を研究対象として取り上げ、「ゲセノレj研究のー資
料とすることはこれまでになかった。モンゴル fゲセル」研究の主要資料としてフフノー
ル・モンゴル「ゲセノレ」を用いたのは本論が最初である。
フフノールには 13世紀からモンゴル人が移住し始めた。特に 17世紀前半、グーシ・ハン
がオイラド・モンゴノレを率いてチベット高原に侵入した際、多くのモンゴル人が青海へ移
住したため、青海のモンゴル人はウールド・モンゴル2人と呼ばれる。
青海の広い草原でモンゴル人がチベット人と関わり合い、言語、宗教、文学などの様々
な分野で接触することにより、モンゴル人の聞にはチベット仏教が広がり、チベット古典
1生没年1704-1788年。
2新語のオイラドから背海へ移住したモンゴル人のこと。
sここでは「本土Jという言葉をハルハ・モンゴルと内モンゴルという意味で用いている。
??? ?
文学がモンゴル語に翻訳され、それと同時に fケサノレj を始めチベットとインドの口承文
学が広範囲に伝わった。そのチベットから伝わってきた文学の中で、「ゲセノレjがモンゴル
地方で最も広く流伝すると同時に再創作がなされ、モンゴル特有の「ゲセルj となり、モ
ンゴル地方では誰もが知る物語になったのである。
青海のフフノール・モンゴル人は何百年もの問、モンゴル本土3から離れており、交通、
通信の発達していなかった当時においては本土からの新しい文化の影響はなかなか及ばず、
微弱であったろうが、他方、隣接するチベット人の文化に大いに影響されていたことと思
われる。そのため、ウ}ノレド・モンゴル人の聞にはチベット文化が流行したと同時に、古い
伝統文化があまり改められることなしにモンゴルの本土より多く残っている。
1980年より、フフノール・モンゴル「ゲセルjを中心とするウールド・モンゴルの伝承
文学の収集、記録、出版がようやく開始された。筆者はその調査グノレ}プの一員として参
加することにより、フィーノレドワークを通してフフノール・モンゴル「ゲセルjについて
認識を深めることができ、さらに資料を収集できた。それらが本論で検討する主な資料に
なっている。フフノーノレ・モンゴノレ「ゲセルJ資料をモンゴル fゲセルJの発生、流伝に
関する様々な問題を研究する上での重要な資料とじて用いるという考えも、現地でフィー
ノレドワークを行った際に生まれたものである。
今までに収集したフフノール・モンゴル fゲセノレjには 15人の語り手が語った計48章
分の資料がある。その中で、異なる語り手が語った同一六の、或いは類似した内容をまとめ
ると計16章分の語りになる。その 16章の中で、チベット「ケサノレjの基本的内容と類似
した内容の語りが6章分存在する。比較考察した結果、その6章分の語りがモンゴル書面
「ゲセル」にも一致する、或いは対応可能な内容があることが判明した。モンゴノレ「ゲセ
ルjの源流と言えばこの6章に含まれるチベット fケサノレJと類似した内容とプロットで
ある。
モンゴノレ「ゲセノレ」の元となるその内容などが、何時、どこから、どのようにしてモン
ゴルへ流伝したかということを、現地調査で入手したフフノール「ゲセルJの語り始めに
ついての言い伝えを分析し、モンゴル人がフフノールへ移住した歴史的背景とあわせて説
明じたー
チベット「ケサルjは数多くの版本、手抄本があり、また、現在も多くの，rケサノレjの
語り手が活躍している。研究者の研究に依れば、チベット fケサノレJも最初は本論におい
ても検討した「格斯爾王伝一貴徳分章本jのようなケサルの一生を諮った本が元となった
ようだ。フフノーノレ・モンゴル「ゲセノレJの基本となる6章の内容をチベット『ケサノレ」
と比較分析すると「格斯爾王伝一貴徳分章本Jに語られている内容はモンゴル「ゲセルJ
の最初の内容でもあったと考えられる。
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『北京木版「ゲセルJ~ について、ロシアのプリヤート系のモンゴル入学者む・ジャムツ
ァラノ (C.JamWano)が一人の博学のラマ僧から聞いたという言い伝えによると、この
本は r1630年に、ウールド部の語り手の語りを記録したものjであるという。これが事実
であることを証明できる根拠はなかった。本論で、モンゴル人の聞に流布した書面「ゲセ
JレJの各版本、手抄本の内容をまとめ、フフノール・モンゴル「ゲセルj資料と比較分析
し、一致する部分と一致しない部分を説明した。
「ゲセノレJは内モンゴル、今のモンゴル図、プリヤート・モンゴル、オイラド・モンゴ
ルに書面で流伝してきた。フフノ}ル・モンゴルにも書面「ゲセノレjがあったという言い
伝えがある。モンゴル語に翻訳された Tリン・ゲセルJ以外の8種類の「ゲセノレ」各版本、
手抄本の計91章の内容のうちで一致する、或いはおおよそ一致する内容をまとめると、基
本的な内容は 13 章に分類することができる。これを代表するのが、『北京木版 fゲセルJ~
7 章と『隆福寺「ゲセルJ~ 6 章である。『北京木版 fゲセルJ~ 第 6 章、『降福寺 fゲセルJ~
第 10章では「悪魔のラマが好計を使ってゲセルを瞳馬に変えるJという基本的に一致する
内容を語っているので元々は閉じ内容であったが、異なって流伝したこつの章と考えられ
る。『隆福寺 fゲセルJ~ の第 11 章 fゲセノレはラヒキス・ハンを退治するJ、第 12 章「ゴン
プ・ハンを退治するJ、第 13章「ナチン・ハンを退治するj も後代の人が『北京木版 fゲ
セルJ~ の第 4、 5 章などの内容をまねて創作したものと見られている。それで、『北京木、
版「ゲセルJ~ 7 章、『隆福寺「ゲセルJ~ 第 8、 9章はモンゴル書面「ゲセルj の原初の内
容と見られる。この 9章の内容を全部収録しているのが『ノムチハトン「ゲセルJ~ (nomdi， 
q制 n-uge町・加旬刊fi)1である。
フフノール・モンゴル「ゲセノレjにあり書面「ゲセルj と比較できる6章は、第一章の
「天の子が地上へ降誕するJ 第二章の fマンガス(悪魔)の顎を分解して退治するJ 第
三章の「競技で頂点に立ち、ハーンになって妃を要るJ第四章の「十二の首をもっマンガ
ス(悪魔)を退治して金髪の妃を救うJ;第五章のf狩猟の途中矢の名手である担に出会うJ; 
第六章の fシャライゴノレの三ハーンを退治するJである。
フフノーノレ・モンゴノレ「ゲセノレJ を『北京木版「ゲセノレJ~ と比較してみると一致する部
分もあるが、相違する部分も多くある。この一致する、或いはおおよそ対応させることが
可能な内容に基づいて、『北京木版「ゲセノレJ~ とフフノーノレ・モンゴル fゲセルj の基本
的内容は閉じ源流に遡ると判断して間違いないと思う。
プリヤー ト「ゲセノレJもモンゴル「ゲセノレJの中の重要な資料である。 19世紀初期、ブ
リヤ}トで発見された書面「ゲセルj の数少ない章節は、『北京木版 fゲセノレJ~、『隆福寺
1 1940年代、モンゴル国アルハンガイ県(aruqar:ryai 1II1DIl'Y)で発見され、モンゴル国立中央図書館に収蔵されている。金
書 10輩、手書き、紙のサイズは62.5cmX17c皿。 1960年、新たに書写し、ウランパートルにて影印本として出版した。
1988年8月、内家古「格斯爾j弁公室の研究員グレルジャプ(伽軍事ab)氏が校勘注釈して、内寂古文化出版社から再
度出版した。
????
「ゲセノレj~ のある内容と一致する部分であった。比較分析するとプリヤ}ト口頭流伝「ゲ
セルjの基本的内容もモンゴル書面「ゲセルjから取り入れた。ブリヤートの神話などの
伝承文学のプロットも多く含まれている。
本論でブリヤ}ト「ゲセノレJとフフノール・モンゴル fゲセルJの独特な内容を比較分
析し、類似点、相違点を説明している。
モンゴル「ゲセノレJはチベット「ケサルjに由来するが、しかし、モンゴル人の語り手
の語りにより、モンゴル伝承文学の土壌で流伝されてきたため、チベット「ケサルJと相
違する大きな面がある。フフノール・モンゴル fゲセノレjは、ウールド・モンゴル人の語り
手、ウールド・モンゴノレの伝承文学の土壌で流伝されたことから、他のモンゴル地域の「ゲ
セルj とも異なった独特の内容と特徴を有する。本論でフフノール・モンゴル「ゲセルj
をフフノール・モンゴルの英雄叙事詩と比較分析し、内容、構造、形式、言語表現の面で
英雄叙事詩から影響を受けたことを説明している。
本論では、フフノール・モンゴルに語られているゲセル風物伝説にも触れた。モンゴル
地方の殆どの地域でゲセル風物伝説が語られている。その中に、フフノールのモンゴル人
の住んでいるところは特別に多い。 1982年、「ゲセノレJ研究者が初めてフフノール・モン
ゴルのゲセル風幼伝説の現地を訪ねて以来、今までにおよそ 100篇(同じ内容のものも含
む)のゲ、セル風物伝説が刊行された。
伝説は歴史上の事件、人物、年代の真実の記録ではないが、しかし、この三つの要
素に基づき歴史の真実を現したように人々には感じられる。伝説がその地方の自然風
景、習慣、歴史事件などを歴史的人物、地元の著名人と関連させて説明する特徴があ
る。しかし、フフノール・モンゴルのゲセル風物伝説は、チベットに由来する fゲセ
ノレ伝」の主人公と彼らの物語のプロットに基づいて、自分たちの故郷の山水などの自
然風景、風俗習慣、生活上のある物事の由来を形象による具体的な思惟で説明して語
ったも Jのである。この特徴からフフノールのゲセル風物伝説の作られた内在原理を探
求しようとしている。モンゴル人が「ゲセノレ伝Jを語る時のタブーとゲセノレ風物伝説
の信仰対象である山、)1などの自然物、関連させて語られている生活の中のある習慣、
行事などに対するλ々の信仰心を説明じ、モンゴル入がゲセルという文学作品の主人
公に対し抱いている敬慕感と恐怖感を述べている。
論文審査の結果の要旨
本論文は200年余りに及ぶモンゴル英雄叙事詩「ゲセルJ研究の中で、従来調査研
究の遅れから全く取り上げられることのなかった中国・青海省のフフノール・モンゴ
ル「ゲセJレjに着目し、自身が調査グループの一員として参加し、現地で収集した口
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語資料に基づき、従来の数多くの「グセノレj資料と詳細な比較研究を行った結果、フ
フノール・モンゴル「ゲセルJがモンゴル「ゲセノレJ研究全体において欠くことので
きない重要な地位を占めることを証明するとともに、まだ十分に研究されていないモ
ンゴル「ゲセルJの発生、形成、発展という大きなテーマに対し、全く新しい視点か
ら実証的に解明しようと試みた力作である。これは従来のモンゴル「ゲセルj研究の
欠点を大きく補うとともに、筆者の長く豊かな研究歴に支えられた独自の新しい見解
であり、最も特筆すべき点である。
第 1章では、チベット「ケサルj とフフノール・.モンゴル「ゲセルJ資料との比較
を通して、モンゴル fゲセルjがチベット「ケサノレJに由来することを内容面から明
らかにした。さらに、ブフノール・モンゴソレ口頭「ゲセルj資料を内容から 16章に
整理分析し、そのうち、チベット「ケサルjやモンゴル書面「ゲセルJと内容的に対
応するものが6章、残りの 10章がフフノーノレ・モンゴル独特の「ゲセノレ」短編叙事
詩であるという、今後の「ゲセルJのプロット研究に一つの新たな方向性を提示した
点は評価できる。
第 2輩では、 1716年の北京木版 fゲセノレJが分析の結果、フフノーノレ・モンゴル
fゲセルj と基本的に同一起源に遡ることを明らかにし、また、北京木版「ゲセノレJ
の由来に関して、これまで諸説があるが、従来のCh.ジャムツァラノの記した言い伝
えに様々な角度から分析を加え、「フフノールにいるウールド部以外のモンゴル人が
語ったものを記録したJと自らの見解を明らかにした。これは、かつて存在していた
とされるフフノール・モンゴル書面「ゲセルJがいまだ発見されていない以上、今後
も議論を呼ぶ問題であろう。
第3章ではフフノール・モンゴル口頭 fゲセルJをプリヤート口頭「ゲセノレj と比
較した結果、プリヤート「ゲセルjの方がより完全な形で残っていることから、プヲ
ノール・モンゴル「ゲセノレJが、伝承という点からすでに衰退段階に入っているこヘと
を明らかにした。
第4章では、フフノール・モンゴル口頭「ゲセルJを当地の英雄叙事詩と比較分析
するという手法を取っているが、これは、ブブノール・モンゴル書面「ゲセルJが発
見されていない現在、できうる限りの最も手堅い手法であると高く評価できる。
第5章では、フフノール・モンゴルのゲセル風物伝説を取り上げ、フフノール・モ
ンゴル人がゲセルに対して特別の信仰心を持っていることを明らかにしたが、これも
筆者のフィールドワークから得られた成果と言える。
最終章で、筆者は結論として、フフノール・モンゴル口頭「ゲセルJという新しい
資料をモンゴル「ゲセルj研究の中にはじめて取り入れたことにより、モンゴル「ゲ
セルJの発生、形成、発展に関し、 13世紀以後、モンゴル人がフブノールへ侵入し、
、モンゴル人とチベット人が多面的に接触した結果、チベット「ケサルJが最初にフフ
ノール・モンゴル人に伝播し、それが原型となって、その後、継承と改変という様々
な変化を被って、モンゴル全域に広まっていったとする新しい見解を提出することに
成功している。
本論文は、口承文芸のもつ流伝という移ろいやすい本質的性格に起因するところの
難解さを、自らのフィーノレドワークによる経験から得られた新資料と従来の数多くの
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資料を詳細に照合し、比較検討することにより、見事に克服し、モンゴル「ゲセルj
研究史に一石を投じたことは、全く疑いの余地のないことであり、本論文が博士(言
語文化学)の学位にふさわしいものである点について、審査委員全員の意見の一致を
見た。
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